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　鳥がその種によって明暗対照的なイメニジやシンボルを有することは珍しぐもないがlガラスは
フクロウと同様にF不吉な鳥」であると同時に、古近東西根夕な神々こと係わってきた「聖鳥」でも
ある。ガラス科に属する鳥は103種もある。それらを＼「大別するとカラズ類とカケス類に分けるこ
とができる」1）が、そのガラス類に属する代表的な鳥を挙げてみても、ホシガラス、ミヤマガラス、
ワタリガラス、ハシボソガラス、ハシブトガラス、コクノマルガラスなどがある。　　　　し
　とはいえ、フリースの=『イメージ・シンボル事典』＼によれば､寸鳥め中でも黒くて、予言能力が
あり、腐肉を食べる鳥すべて（とくにワタリガラス= raven)を総称して＜ガラス＝ｃrｏｗ＞という」2）
とあり、またガラス類の中で聖書に登場するのもravenのみなのでレここではワタリガラスを中心
にガラス一般について述べてみたいノ　　‥　‥‥　‥=………=　　　＼　　／　　＝十
　ちなみに、ヨーロヅパ世界でガラスが予言能力を持つ鳥としで見なされてきたことは『イソップ
寓話集』の「大鳥（ワタ丿ガラストは前兆によって人開たちに吉凶を示七√未来を予言する）3）と
いう言葉や、『イメージ・シンボル事典』の「ワタリカフスが普段から住んでいる住み処を見捨て
るようなときは、やがて飢餓と大量死が訪れると予期できる０｡｡これはワタリガラスがこうした惨禍
を起こす原因であるサトゥリレヌスSatu?の性格を帯びて:いるしため､しこの惑星のも､たらす悪影響を
非常に早くから事前に察知できるためである」丿‥という説明から＼も窺い知ることが出来よう。　十
尚一般にガラスと言えば､ﾄ誰しも思い浮かべるめは√先ず第一に√喪服や闇の世界を連想させる全
身漆黒の羽根の色としわがれた鳴き声であり、第二に、同じ大型の鳥ではあっても、孤高を貫く男
性的な鷲などとは全く異なる薄気味悪い飛び方や不気味なぽどに貪欲な(ravenous)雑食性の食欲
である。したがって、洋の東西を問わず、ガラスが（不吉を知らせる鳥ノ死の前兆となり、病気と
不運をもたらすとされる鳥卜）であり、「夜め掴や死者の国の動物」6）とぺして人夕かち忌み嫌われて
きたのも無理はなかろうノ　六十　　　ノ　　　上　　　　　　　十　　　　コ　　ト
　とはいえ、ガラスが吉凶あざなえる両義的な鳥と丿して見なされてきたのぱ、この鳥には何よりも
「人の想像力をかきたてる強烈な個性がある」からであろう。鳥の詩人にして博物学者のハドソン
は「ワタリガラスは、ひとによって好き嫌いがあるとはいえ、鳥類中で最も心そそられる鳥である。
人の想像力をかきたてる強烈な管匪があるのだ。鳥にしては気味が悪いほど頭がよく、加えて残酷
な精神と、深い人間に似た声をもち、かつ極めて長命である。こうした特色が人々の心にさまざま
な印象を与え、そのためにいろいろと奇妙な評判をえできこた。犬単なる鳥ではな=く運命の使者である
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とか、悪霊であるとか、ある偉大な死者が生前の土地へぎまよい出てきた姿だとかである」7）と述
べでいるが、との鳥についての更に詳しい解説:を『朝日=＝ラルース　世界動物百科（鳥類）』で見
てみよう。　上　　　し　　ニ　　　　　　　　ト　　　　十　　　　　　　二　　　　　　犬
　ガラス科ガラス属に属している。ガラス科の鳥のなかでいちばん大きく、全長65セン
チ余り、両翼をひろげた長さ〔開張〕はL3メートルで、体重は1､300グラムもある。ユー
ラシア大陸に住むスズメ目の鳥のなかでは最大の種である:。＼　〕十　∧　　づ　ニ
　足や強大なく＼ちばレまでも含めて、全身真づ黒で、羽毛は紫黒色の強い光沢をおびて
いる……ワタ丿ガラスはガラス科のなかでもづとjも分布域の広い種であるレユーラシア大
陸の大部分、北アフリカの全体、アラスカからメキシコまでにすんでいる。このような
広い範囲にすんでいるにもかかわらず、ごく寒いときに近距離の移動をするくらいで、
ほとんどの地方にいるものが留鳥なのである。　　　　　　　　　　　＼　十
　日本では北海道の利尻鳥、礼文島で少数のものが繁殖するといわれている……「!6き声は、
おもに飛んでいるときに聞こえるが「クルツ」とか丁コロツ」とかいった短い独特なも
のだ。しわがれていて、少し内にこもったような声であ芯。
　雑食性なのでなんでも食べるが、おもに動物性のものを好むようで、腐った肉などは
大好物である。けものの死骸を見つけでもすれば、たちまち平らげてしまい、傷ついた
り、死にかけている動物を襲ったりする……･､もっともはなはだしいのはミ自分たちの仲間
が死んだり、傷ついたり√仲間のひなが巣から落ちたりすると､｡すこしもためらわずに
食べてしまう。　　十　　　　　　　ト
　かつては戦場や刑場に現われて屍を食べるという、気味の悪い役回りもしていた。そ
のため、多くの地方ではたいへん不吉な鳥となづているわけだが、アラビア人は、放っ
ておけば困る死体を処理してくれる鳥と考えているので、決して殺さないという。
　ワタリガラスは、ふっう生涯同じ雌雄でっかいになっている、といわれる……巣をつく
る場所は、空からでなければ近づけないような、けわしい絶壁だが、適当な岩場がなけ
れば喬木の枝にかけることもある;｡｡､｡;巣はしばしば何年にもわたって繰り返し使われ
る｡｡…｡長寿で、69歳まで生きた例がある。8ト　　十　　ト　　　　‥　ト　　十
　と見てくれば、庶民の間ではガラスが死を予知し｢病気と不運｣∧をもたらす丁不吉な鳥｣と∇して
見なされてきたのも首肯できよう。子供の頃、私の故郷では、ガラスが群れて鳴くと死人が出ると
信じられていた。しかしこの俗信は和歌山県め片田舎だけのものではなく、どうやら西洋でも同
じようである。事実、シャン＝ポール・クレペールもイ民間伝承の世界ではい％は悪い知らサレつ
まり死の知らせを運んでくる使者である。アイスランドでは今でもぐ烏が屋根に留まると、その家
の誰かが死ぬということが信じられている｣丿と述べている。。　・。。　。･･･。　　　　　･･　　　・。
　｢ガラスが鳴‥くと人が死ぬ｣という迷信の根拠について、賞吉達郎はし｢おそらく縁起でもないあ
のがーアという声とよ人の死体をガラスがむさぼり食うところから、ガラスは人の死の近いのを知
り√それを待ち通しがづて鳴ぐ、そこでガラスの鳴く声は人の死の前兆ということになってしまっ
たのであろう｣1o)と分析している。では、そうした具体例を英米文学の世界で登場するガラスで
見てみよう。　　　　　　　　　　　犬　　　ニ　　　＼　　　△　　　十
(1)Ｏthello:(4幕１場).
As doth the raven o'er the infected house.
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Boding to a11-JI)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
(疫病に取りつかれると、かならず大鳥がやづて来て、／　　　　し
その家の軒先を離れず不吉を知らせて鳴き続ける、あたかもその声のよしうに)?
(2) Macbe・:（1幕５場）．　犬　　　　　　　　　　　　づ
　The raven himself is hoarse　　　　　　　　　　　　　　　‥
That croaks the fatal entrance of Duncan　　　:‥　‥‥‥　‥‥‥
Under my battｌｅｍｅ皿S.13）　　　　し　　・　＼　　　　　　ニ　　＼
（カフスの声まで七わがれる、十　　　　　　　ノ
ダンカンが私の城へ運命の到来するのを告げよケとして丿尚
(3) The Raven (12節）by Edgar Allan ･Ｐｏｅ･　･.∧　一一　　　　　　上
‥.Ｔｈｅｎ、uponthe velvet sinking、l betook myself to〕linking　　ト
Fancy unto fancy、thinking what this ominous bird of yore一 十
What this grim、ungainly√ghastly、gaunt、面ｄ ominous birdトof yore
χAeantin croaking 'Nevermoreﾌﾟ15）　∧　　　　　＼　　十　　　＼
（長椅子のビロードに身を沈め、さて想いの中に想い孝うなぎ、
かえりみた、この古の不吉な鳥の暖れ声の意味するものをこ十
この古の、薄気味悪く、見苦しくレ物凄く.、また不吉な鳥め、　＼
その曖れ声はT最早ない」）16）　　　　　　　　犬　　　　コ　ト＝
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　上の例文からも窺えるように、どうもガラスは英米の文人には不吉な凶鳥のイメージが強く、そ
の評判は極めて悪いが、それは一般庶民の間でも同じようである。千マザー・ダース』◇の童歌、
(ハシボソガラスバThe Carrion Crow) ｣を見てみよケ。‥‥‥　‥‥‥万‥‥‥‥‥=　　　　　　∧　　つ
A carrion crow sat on an ｏ泳，∧
Watとhing a tailor shape :his cloak;
Wife, cried he, bring me my bow,
That ｌ may shoot yon carrion crow
The tailor shot and missed his mark, ＼
And shot his own sow through the heart;
Wife,｡bring !)rａｎｄyｊｎａ･ＳＰＯｏｎ√　　　･･
For our poor sow is in ａ sｗｏｏｎレ
(からすかんたろ　樫の木でし
仕立屋裁つのを　見てたのに，
女房よ　弓を　持ってこい
あいつあ　射らにゃと　どなったわい。
ひょうとj放した的が　逸れ
雌豚の　心の臓を　射た。
女房よ　匙で　酒持ってこい
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豚のぶったおれだ　やーれやれ。).7,
　また、『ｲ･ソップ寓話集』でも､数多くのガラスが登場するが､＼その描写は押並べて非好意的であ
り、この鳥は多くの場面で嘲笑の対象となっている。代表的なニ例とし七「ガラスと狐」を挙げて
おきたい。　　　尚　　　　：　　　　　　　　　犬　　　　　　　　　　　十　　　　‥‥‥‥‥‥‥
　　Ａcrow sat in ａ tree holding in his beak a pieceｴof meatﾚthat he badﾄstolen.、Ａ fox
which saw him detenr!ined to get the meat.、It stood under the tree and began t（jtell　the
crow what ａ beautiful big bird he was. He ought to be king of all the birds、the fox
said; and 恥 would undoubtedly have been made king、if only he had a voice ･as lｗｅ!1.
The　crow was so anxious to prove the he had a voice、 that he dropped the meat and
croaked for all =he was worth. Up ran the tｏχ、snapped up the meat、 面d said tｏﾄhim:）lf
you added brains to all your other qualifications、you would makeよan idea! king.' 呻 ＼
（或る鳥が肉を盗んで或る本の上にとまりました○ﾄ狐が彼を見て、その肉をせしめようと
思ったので、立ち止まって、彼を格好がよくて美しいとほめました。その上、鳥どもの
うちで一番彼が王様にふさわしい、そしてもし彼が声をかっていたら、きっ=とそうなる
ことだろうけれど、ともぽめました。と√鳥は声有またもっていることを狐に見せでや
ろうと思って、肉を拠り出して大きな声で啼ぎました。と、狐は駆け寄って、その肉を
盗むと「おお鳥さん、もしお前さんがまた心ももっていたら、お前さんが皆の王様にな
るのに何一つとして不足なものはないでしょうがねトと言いました。）=19）‥ダ　ノ
　『ブルーワー故事成語大辞典』はﾆ「言葉の合財袋」であ＼り､寸成句・故事辞典一人に話して面白
そうﾉな熟語や風利付や言葉などの起源、由来√語源を語る一書」2 0）であるが、この書に於てもカ
フスは「論争、不和、闘争の象徴」わ）（ＣrＯＷ）であり、「不吉を知らせる鳥。死の前兆となり、病気
と不運をもたらすとされる鳥」(raven)でしかない。具体例を見てみよう。
(1)い｢「ml｣st pluck ａ crow ｡岫h you; l have ａ crow to pick with ∇yｏｕ十あ々たに坪し
て言い分かある、話をつけなければならないことがある、と卜う意味で､ﾄ不快の意を表す……｣22)
（2）「To crow over one　敗者やおとしめられた者に対して勝ち誇ること。闘鶏で勝利
したニワトリがよく時を作るcrowことにことよせた表現6」23）し　　‥‥‥‥　‥‥‥‥
（3）「To ｅａレcrow　無理やり嫌なことをさせられること。 1812年から1814年の英米戦争
の停戦中に起こった出来事に由来する表現。その出来事とは次のとおり。一人のニュー
イングランド住人が狩の最中、知らぬ間に英国側防衛線内に入り込んでガラスを撃ち落
と七だノちょうどその射撃の音を聞いた英国軍士官は、たまたま武器を携帯していなか
ったが、侵大者を処罰してやろうと決めた。そこで、アメリカ人の射撃の腕をほめなが
らその鉄砲をつかみ√見せてくれと要求した。英国士官＼は鉄砲を手に取ると、銃口を突
きつけて、アメリカ人に敵地に侵入した罰として撃ち落としたガラスに食らいつけと命
じた。こう七て士官が銃を返すと、アメリカ人は今度は士官にねらいを定めで、そのカ
ラスめ死骸の残りの部分を無理やり食わサたのである。」24）　　レレ　　し　　　　十
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　　＼　　　‥‥‥　　　　　　　　　　　　（2）　　　　‥‥‥‥‥‥　　　I………
ここで、聖書のガラスについて見てみたい。/というの=も宍√カ:ラスは聖書で=一番最初に登場する鳥
であり、しかも、旧約聖書のみならず新約聖書にも登場して重要な脇役を務めているからである。
聖書全体の中でカラスにづいての言及があjるのは、〉以下に示す旧約聖書の10箇所と=新約聖書の１
箇所である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　十　‥　‥‥‥
(l) Genesis 8:7-11　　　　　　　　　　　　　/　　　‥‥　…………
And he ［Ｎｏａｈ］sentforth a犬raven, which wentイｏrth犬to and fro, until the waters were
dried up from off the earth. Also he sent forth a dove from him,犬to see if＼the waters
were abated from off the face of the ground; 恥t the dove found no rest･for the SO!ｅ。of
her foot, and she returned unto him into the ark, for the waters［were] on the face of the
whole earth:then he ｐＵt･forth his hand, and took her, and pulled heトin unto him into
the ark. And he stayed yet other seven days; 飢d again he sent forth the dove out ofぺthe
ark; And the doveむame in t０.him in the evening; and, lo, iりher mouth［ＷａＳ］ａｎ･olive
leaf plucked off: so Noah knew that the waters were abated from off theﾀ eﾞarth戸）丿
（四十日を経て後，ノアその箱舟に作り七窓を開きて鴉を放ぢけるが，永の地に涸るるま
で往き来しをれり。彼地［かれち］の面より水の減少［ひき］＼しかを見んとて，また鳩
を放ちいだしけるが，鳩その足の裏を止［とど卜むべき処を得ずして。彼に還りて箱舟
に至れり。其は水全地の面にありたればな:り。彼すなわぢ其の手を延べていこれを捉え
箱舟の中に己の処に引き入れたり。なお又七日待ちて，再び鳩を箱舟より放ちけるが，
鳩暮れにおよびて彼ﾉに還れり。見よ，その口に微攬，［オリーブレの新葉∧［わかjば］あり
き。是［ここ］に於てノア地より水の減少しを知れ万り丿ヤ）　△〉十
(2) Leviticus 11:15　　　:　　犬　犬 ‥　一白　　ノ　　　　　　　＼　　　＼　犬　レ
(ye shall not eat) Every一raven after his kind.｡｡‥‥　　‥‥‥　‥‥‥‥‥‥
(＜是をば食らうべからず。是は忌まわしき者なり。すなわち＞……鴉の類全部……)
(3)∧Deuteronomyﾚ14:14＝　　　∧　，　十　‥
(ye shall not eat) every ravenし瞬ｅr his kind…
(＜是等は食らうべからず＞….../IB｡･の類全部 )
(4) Kings-1 17:4-6　　ノレ　･．　　　………………… デ　　　　..　　　･＼
And it shall bむ√［that］thou shalt drink of the brook; and I have commanded the ravens to
feed thee there. So he went and did according unto上the word of the ＬＯＲＤ: for he went
and dwelt by∧the∇brook Cherith、 that［iS］before Jordan.しAnd the ravens broughtトhim
bread and flesh iリtheﾄmorning、and bread and flesh in the evening; and he drank of the
brook.　　　　上　　●．　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　●●●●●●●●●●　　ノ　　十　犬
（汝その川の水を飲むべしノ我鴉に命じて彼処［かしこトにて汝を養わしむと．彼往きて
エホバの言爽の如く為せり．即ち、往きてヨルダンの前にあるケリテ川に住めIり=．彼の
処に鴉朝［あした］にパンと肉、また夕［ゆうべ］にパンと肉を運べり．彼は川に飲め
りい犬　　　・．．．･･・　　・．･･．　　　　･．．･･　・．・･･　．･．･．･・．・　．･・．　･十　　………
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(5) Job 38:41　十　　　　　　　　　　　　犬
Who provideth for the ねven his food? when his young ones cry unto Ｇｏｄ、theyywander
for lack of meat.　　犬　　　　　　　　　　　／
（鴉の子神に向かいて呼ばわり、食物なくして徘徊（ゆきめぐ卜る時、鴉に餌を与える者
は誰ぞや。）　　　づ　　犬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　十
(6) Psalms 147:9　　　　　し
He giveth to the beast his food、 and to the young ravens which cry
(＜主は＞くいものを獣にあたえ、又なく子鴉にあたえたまう)ニ
(7) Proverbs 30:17　　　　　　　　　し　ダ　　　‥‥‥‥‥‥‥　　‥　‥‥
The eye that mocketh at his father、and despiseth to obey his mother、 the ravens of the
valley shal卜pick it ｏｕt、and the young eagles shall eat･it...　　　　＼
(おのれの父を嘲り、母に従うことをいやしとする眼は、谷の鴉ごれを抜きいだし、鷲の
雛[こ]これを食らわん．)十二
（･8)Song ６ｆSolomon ５:11ヶ　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　･｡犬
His head is as the most finegold､his locks are bushy。and black as a ravenト
（その頭［かしら］は純金のごとく、その髪の毛はふさやかにして黒きこと烏のごとし。）
(9) Isaiah 34:1 1　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　　　几　　　　　　　　　ニ
　But the connorant and the bittern shall possess it; the owl also and the raven shall dwell
in it: and he shall stretch out upon it the line of confusion、and the stones of emptiness.
（鵜と針鼠とそこを己がものとなし√鷺と鴉とそこにすまん。エホバそのうえに乱［みだ
れ］をおこす縄をはり、空虚［むなしき］をきたらする錘＼［おもし卜をさげ給うべし。卜
(10)トLuke 12:24　犬　　　十　　　　　　　　　　し　　　　　　　　ニ
Consider the ravens: for they neither sow nor reap; which neither have storehouse nor
bam; and God feedeth them…　　　　　　　　　し　　　　　　　　し
(鴉を思い見よ。播かず、刈らず、納屋も倉もな七。然るに神は之上にれ卜帝養いたまう。)
　最初に、聖書は『創世記』の洪水伝説の物語を通して「鳥が由緒正しい生まれ」昨であり、義
人ノアの聖鳥であることを明確に示している。とはいえ、丿水が地から引いたことをノアに教えるの
は、箱舟に「二度と戻らなかった」28）ガラスではかく、オリ犬－ブの若葉を嘴にくわえて戻づて来
た鳩である。換言すれば、ガラス（黒卜は鳩（白）に比べて劣る鳥として描かれているが、クレベ
ールはこの物語に登場する二羽の鳥にはシンボルとしての意味が込められているという。つまり、
「烏はまだ晴れやらぬ闇の暗さを表し、白鳩ぱ再び戻ってきた明るさを表している」29）のである。
次に、聖書はガラスが、フクロウと同様、食してはならない不浄の鳥（『テレビ記』11章15節と『申
命記』14章14節）であり、しかも、廃墟に住む鳥（『イザヤ書』34章11節卜であるととを示してい
る。　　　　＝　　　　　　　　　　∧
　しかし、聖書の中で多少なりどもガラスが否定的仁描かれているのはこの４箇所のみであり、全
体として見れば、「神から加護を受ける典型的な鳥」3o）としで極めて好意的に描かれている。それ
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は次の言葉:（1）「彼の処に鴉朝にパンと肉、またタにパンと肉を運べ則」（「列王紀上JI7章６節」、
（2）「鴉の子神に向かいて呼ばわり、食物なくして徘徊る峙、鴉に餌を与える者は誰ぞや」『ヨブ記』
38章41節）、（3）「くいものを獣に与え、又なく子鴉に与支給列（『詩篇』14ﾌﾟ篇９節）、（4）「鴉を思
い見よ。播かずミ刈らず。納屋も倉もなし。然るに神は之を養いたまう」（『ルカ伝』12章24節）
を見れば一目瞭然である。また､コ『マタイ伝』に於ける（天の為たちイbirds of heaven")」◇とはガ
ラスのごとである。 31）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
　jちなみに、「鴉の子神に向かいで呼ばわり=、食物なくしで徘徊る時、鴉に餌を与える者は誰ぞや」
という聖書の言葉の背景には「古来、ガラスは雛がかえるとレその体が白いのを忌みきらつ七巣を
あどにし､､雛が黒い羽でおおわれるまで戻って来ないとい万俗説」32）が秘められているら七いが、
どケもワタリガラスは子煩悩の｡鳥ではないようだ。とい/うのも√ハドソンは寸成長した子供を追い
払おうとする為」の例としてロビンとワタリガラスを挙げ、後者についで「母鳥もまた父為におと
らず子を憎み、二羽が協力して代わる代わる痛めつけ、＝羽ずつ殺してゆこ。勝つのはいつも親で
ある」33）と述べているからヤある。　　　し　･･。･･。。　　　　。。・　　　　　　・。　・　。･･　。　　　　･･｡
　さて、ガラスが一般庶民の間で如何に「不吉な為」と見なされよう‥と、聖書の世界では凶為とい
うよりも「神から加護を受ける典型的な為」であるごとに誰も異論はなかろう。では次に、ヘブラ
イズム以外の異教の世界で「聖鳥上として扱われてきたカラスについて見てみようノ　　　　ニ
　　　　　　尚　　　　　　　　　　　　　ニダ（３）　　　　‥一　▽　　　ニ
　先ず最初に、フリＴスの『イメージダシンボル事典』によれば、「北欧神話ではミHugin (知能）
とMunin (記憶）の二羽の大鴉はオーディンの遺わす間者で、世界の出来事のすべてを彼に告げる。
アポロのガラス、ノアの大鴉を参照」34）とある。○しかし『創世記』の洪水伝説の物語で既に見た
ように、この鳥は間者としては失格であるよアポロンベ太陽神はローマ神話ではアポ=ロ、ギリシア
神話ではアポロンと呼ばれる）の聖鳥であった=ガラスとて例外ではない。ペレ　六大‥‥‥
いなそれどころか、間者としての失敗に、この鳥の一大変身が秘められている。というのも、オ
ウィデイヴスの『変身物語』によると、「この鳥は、むかしは、雪白の翼を銀のように輝かせてい
て、≒点のけがれもない鳩たちにも比肩した。のちに、カピトリ＼ウムヶ丘を救うことになるはずの鶯
鳥たちや、水流を好む白鳥にも、その白さを譲りはづしなか=つた」巾のであるが、「おしゃべりな舌」、
換言すれば、間者としての失敗が原因で、白い鳥かﾉら黒い鳥へと変えられてしまったからである。
　その失敗とは、アポロレンの熱愛する乙女プロニスめ不貞を知づだガラスが一身jの破滅を招く告
げ口はしないようにと彼を諌める小鳥の必死の努力にもかかわらずこ報償を目当てに敢えて主人
の太陽神に報告したことにある。ガラスの密告を聞=ぐやいなや、憤激しかアポロンは非情にも弓矢
で愛人のコロニスを殺したが、後に深く後悔レイこの悲しみの因を無理に告げた鳥を憎み」､土忠
実な報告の褒美をあてにしていた烏を、白い鳥たちの仲間から追放してしまった」36）のである。
ガラス（ｃrｏｗ）について、フリースは「饒舌であるところから、神託者、使者、告げ口屋、占い
を表すが､/いずれの場合も不吉な内容であることが多や」37）しと指摘しでいる。
　とはいえ、古代ギリシアの世界でガラスが太陽神アポロンの聖鳥に選ばれためはいその黒い羽根
の色と深い関係があるめではなかろうか。この点を含め、太陽と深く係わる聖鳥ガラスについて、
荒俣宏は『世界大博物図鑑（鳥類）』の中で、次のような実に興味深い指摘をしているよ　＼
またその黒色は太陽に近づきすぎ:て焦げたためとか太陽黒点を象徴するどかいわれて、
太陽の使いの鳥ともみなさしれた６太陽神アポロンが怪物デュポンから逃げ惑ときに力＼ラ
スに変身したというギリシア神話や、３本足（太陽黒点の数）の神聖なガラスに関する
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伝説は√すべてここに起源をもつ。黒い鳥であるにもかかわらずミふううガラスは昼間
の象徴である。 38）　犬　　　ト　　　　　　十　　　　　　　／　　十十　ト　　つ
　この説明を見れば、ガラスがアポロンの聖馬となったのは無理なく納得できるが、何よりも私を
いたく驚かせたのは「３本足（太陽黒点の数）の神聖なガラスに関する伝説は、すべてここに起源
をもつ1という指摘である。というの:も、紀州の出である私は熊野神社ではガラスが神の使いであ
ることを知ってはいたが、しかし、何故にこの聖馬の足が三本も描かれているのか分からなかった
からである。ガラスと太陽に関する神話の東洋服について、唐沢孝ブは「中国では古くから太陽に
は三本足のガラスがいると信じられてきた。太陽の黒点を三本足のガラスに見立てたものであろ
う」39）と述べている。
　と見てくれば、ガラスが「神から加護を受ける典型的な馬」であり、ノア、エリア、アポロン、
オーディンなどに代表される「あらゆる光明の英雄たち」4o）の聖馬であることは確かである。と
はいえ、洋の東西を問わず、一般庶民の間で、ガラスと言えば､万圧倒的に「不吉な馬」のイメージ
が強いのではなかろうか6そして、ガラスが太陽と結び付く聖島と見なされる要因が全身漆黒の羽
根の色にあるとするなら、この馬が凶馬と見なされてきた大きな一因は、その鴫き声にあると言え
よう。　　　　　　　　　　　　　　。●
　事実、研究社の『英語歳時記』は「しわがれた鳴き声にはいろいろ不吉な追想がまつわってい
る」川と述べている。というのも、ガラスの鳴き声が人間の声音に似ているからであるが、鳥の
鳴､き声と人間の迷信について、ハドソンは次のように述べている。　　　　　　＼犬　十
Human-like voices are found among the auks、 loons、皿d grebes; eagles and falcons;
cuckoos、pigeons、goatsuckers､△owls、crows、rails、ducks, waders、飢ｄ　among　these、
particularly when heard iﾘthe dark hours、in deep woods and marshes and other solitary
places、profoundly impress皿d even startlethe mind、 皿d have given rise ａｌトthe world
over to numberless sﾘperstitious･beliefs. Such sounds are supposed to proceed from the
devils、or from demons inhabiting woods and waters and ａ!1 desert places; from night-
wandering witches;　spiritssent to prophesy death or disaster; ghosts of dead men and
women wandering by night about the world in search of ａ way out of it; and sometimes
human　beings　ｗho、burdened　with　dreadful　crimes　or irremediable　griefs、have　been
changed into birds. The three British species best k!lown on account of their supernatural
character have very remarkable voices with a human ＳＯ皿d in them; the raven with his
angry、 baking cry、and deep、 solemn croak; the booming bittern; and the white or church
ｏｗ1、with his funeral ScrｅｅＣｈ.42）　　　　＼
（人間に似た声は、ウミガラス、アビ、カイツブリの問に、またレワシ、タカ、カッコウ、
ハトレヨタカの類、フクロウ、ガラス、クイナ、カモ、しょうきん類とじゅんけい類の
烏たちの間にも存在する。これらの申のある鳥のきゃっという叫びや笑いの声は、特に
口才が暮れてから、深い森や沼地や･、その他の寂しい場所で聞くと、人の心に深刻な印象
を与え、おびやかしさえする。そして世界中にわたって、無数の迷信性のある信仰を生
んできている。そういう音は、悪魔から、森や川や、すべて寂七いところに住みついて
いる魔神から出てくるものと考えられている。夜を吝/まよう魔女たちから、死とか災害
を予言するために送られる神霊たち、死後出目をさがして夜間世界をさまよってきてい
る亡霊たち、時には、恐るべき犯罪や、癒し難い苦悩を背負って、鳥の姿に変わった人
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間たちからも出るものと思われている。その超自然的な性格のためによ/く知らjれている
イギリスの鳥三種は、一種人間の口調を含む非常にきわ立った声を持=づているが、例の
怒づてほえるよう:な叫び声を持ち、底ごもっていかめしく、かあかあという声で鳴ぐオ
オガラス、ぶんぶんという鳴き声を出すサンカノゴイとし葬送の時:のしようなぎゃあぎゃ
あと｡いう声をしているシロフクロウ、またの名をキョケカイフク廿ウ。卜3レ十　　犬
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　以上ワタリガラスを中心にガラスについて色々と見てきたが、「19世紀初頭=までは＼（英国の）全
国いたるところにいたワタリガラスは、その後内陸部からほとんど掃蕩されで、今では卵が比較的
安全にまもられる一部の海岸の断崖とか、内陸部の奥地などでないと見られなくなっ=＼だヤ4）とハ
ドソンは嘆いている。聖書の影響もこの鳥には無縁のようである。ﾄ『セルボサンの博物誌』しにはギ
ルバート・ホワイトめ故郷にいた「最後のワタリガラス」に纏わる哀話45）があるが1この鳥を縁
起の悪い「害鳥上と認定七、殺せる限り殺したのは万物の霊長と言われる得手勝手な人間であるこ
とを忘れてはなるまい。　　　　　犬　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　づ
　最後に、『鳥たちをめぐる冒険』の申から√夕年に恋をしたコクマルガラスヤ）微笑ましい話を紹
介し七、この章を終えたい。
This is the case of ａ jackdaw which was found last▽year,unable to fly, and taken home
by ａ boy in the village of Tilshead in the South Wiltshire clowns. In a veryニfew days the
bird recovered from his weakness and was perfe?y well and ableﾆto fly∧again, but he
did not go away; and the reason of his remaining appeared to b9〉not that he had been
well treated, but because･ he had formed an extraordinary attachmentレnot, as one would
naturally suppose↓to the boy who had rescued and fed him but to another↓ smaller boy,
who lived in the next cottage!It was quite unmistakable; the bird, free to go away if he
liked, began ＼tｏspend his time ｈａｎがngabout the cottage of his chosen littlefriend. He
wanted to be always with him, and when the children went to school in the morning the
daw would accompany them, and flying into the schoolroom after them settle himself on
ａ perch where he would sit until the release came. But the proceedings were always too
long for his patience. and from time to time he would emitつa loud caw of remonstrance,
which would set the children tittering,and eventually he was turned out and the door shut
against him. He then took to sitting 6n the roof until sｃｈｏｏ１＼was ⊃over, whereupon he
would fly down to the shoulder of his little伍叩d皿d go ho皿ｅ with him. In the same
way he would follow his friend to church on Sunday 汀loming, but even there he could
not repress his louc! startlingcaw. which made the congregation smile and cast up its eyes
at the roof. My friend the vicar, who by-the-by is ａ lover of birds. could not tolerate
this, and the result was that the daw had to be caught and confined every day during
school and church hoｕrS.46)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・｡
(去年サウス・ウイルドンシャーの草丘のテイルズヘッド村に住むある少年が，飛べない
でいるコクマルガラスを家に持ち薗つだ。鳥は３，４日で元気をとり戻し，元どおり空
も飛べるようになったか，一向に飛び去らなかった。そして鳥/がいつまでもそこにいた
がったのは，手あつい介抱のためではなく，ひとかたならぬ恋のためらしかった。当然，
彼の相手は彼を助け餌をやった少年だろケと思われるところだが，実はなんど隣家に住
む小さな男,の子だったのだ！　誤解の余地はなかった。そうしたければいつでも飛び去
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れるはずのこの鳥は、自分の選んだ、小さな友だちの家の近辺にいつくよ与になった６
いつでも少年のそばにいたがり、学校に行<〉ときもういていって教室に入り①一つ所に
とまって授業が終るのを待った．だが彼のj忍耐心にとぅて、学校の授業の教程は長すぎ
た．ノコクマルガラスはしばしば大声で不服を訴え√子供たちはクスクス笑った．結局彼
は外へ出され√ぴしゃりトとドアを七められたレすると今度は屋根の上にとまって放課後
を待ち、時間になる=とおりてきて少年め肩にのﾉり、一緒に家に帰った6日曜日には教会
にもついていった○ノだがここでも彼がけたたましい声で､カアどやるのをとめることはで
きなかった．会衆はくちもとをほごろはサて天井を見上げたら教区牧師は私の友人で、
つ.いでながら愛鳥家でもあったが、これをゆるすわけにはいかなかった．そこでとうと
う、このコクマルガラスは、毎日学校の授業時間＼と教会のあいだは､ト閉じ込められるこ
とになったのであるよ４ ７．)‥　‥‥‥‥１　　　　・　　．　．／：･．．・　　　．．・　　！　・　　　　　．　　・
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